
平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報
第
百
十
八
条

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
第
五
十
二
条
第
十
九
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
者
か
ら
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
譲
り
受
け
た
と
認

め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
譲
り
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
保
管
す
る
」を「
又

は
保
管
す
る
」
に
、「
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
イ
」
を
「
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
ニ
」
に
、「（
同
号
イ
」
を「（
同

号
ニ
」
に
、「
第
百
二
十
七
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
」
に
、「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
第
百
三
十
条
」
に
、「
同
号
イ
中

「
製
造
た
ば
こ
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
定
義
及
び
製
造
た
ば
こ
の
区
分
）
に
規
定
す
る
製
造
た
ば
こ
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
七
十
四
条
の
十
二
第
二
項
（
当
該
職
員
の
団
体
に
対
す
る
諮
問
）
に
お
い
て
同
じ
。）」
と

あ
る
の
は
、「
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
附
則

第
五
十
二
条
第
一
項
（
た
ば
こ
税
に
係
る
手
持
品
課
税
）
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
い
う
。）」
を
「
同
号

ニ
中
「
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
者
に
原
料
を
譲
渡
す
る
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
そ
の
他
自
己
の
事
業
に
関
し

イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
者
と
取
引
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
イ
に
規
定
す
る
者
の
紙
巻
た
ば
こ
三

級
品
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
五
十
二
条
第
一
項
（
た
ば

こ
税
に
係
る
手
持
品
課
税
）
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
い
う
。）を
保
管
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
保
管

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
に
改
め
る
。

附
則
第
百
五
条
第
十
五
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
者
か
ら
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
譲
り
受
け
た
と
認
め

ら
れ
る
者
若
し
く
は
譲
り
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
保
管
す
る
」
を
「
又

は
保
管
す
る
」
に
、「
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
イ
」
を
「
第
七
十
四
条
の
五
第
一
号
ニ
」
に
、「（
同
号
イ
」
を「（
同

号
ニ
」
に
、「
第
百
二
十
七
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
」
に
、「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
第
百
三
十
条
」
に
、「
同
号
イ
中

「
製
造
た
ば
こ
（
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
定
義
及
び
製
造
た
ば
こ
の
区
分
）
に
規
定
す
る
製
造
た
ば
こ
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
七
十
四
条
の
十
二
第
二
項
（
当
該
職
員
の
団
体
に
対
す
る
諮
問
）
に
お
い
て
同
じ
。）」
と

あ
る
の
は
、「
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
附
則

第
百
五
条
第
一
項
（
た
ば
こ
特
別
税
に
係
る
手
持
品
課
税
）
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
い
う
。）」
を
「
同

号
ニ
中
「
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
者
に
原
料
を
譲
渡
す
る
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
そ
の
他
自
己
の
事
業
に
関

し
イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
者
と
取
引
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
イ
に
規
定
す
る
者
の
紙
巻
た
ば
こ

三
級
品
（
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
附
則
第
百
五
条
第
一
項
（
た
ば

こ
特
別
税
に
係
る
手
持
品
課
税
）
に
規
定
す
る
紙
巻
た
ば
こ
三
級
品
を
い
う
。）を
保
管
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は

保
管
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
に
改
め
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
百
十
九
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
項
第
一
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十

八
項
、
第
七
十
条
の
七
第
三
十
一
項
及
び
第
七
十
条
の
七
の
二
第
三
十
一
項
（
第
七
十
条
の
七
の
四
第
十
六
項
」
を

「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
二
十
項
、
第
七
十
条
の
七
第
三
十
五
項
及
び
第
七
十
条
の
七
の
二
第
四
十
項
（
第
七
十
条

の
七
の
四
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第
十
八
項
」
を
「
第
七
十
条
の
六
の
四
第

二
十
項
」
に
改
め
る
。

（
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
条

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
連
続
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
又
は
単
式
蒸
留
し
よ
う
ち
ゆ
う
」
を
「
連
続
式
蒸
留

焼
酎
又
は
単
式
蒸
留
焼
酎
」
に
改
め
る
。

（
酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
百
二
十
一
条

旧
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
発
泡
酒
、
甘
味
果
実
酒
又
は
ス
ピ
リ
ッ
ツ
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う
ち
、

新
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
ビ
ー
ル
、
果
実
酒
又
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
と
し
て
分
類
さ
れ
る
酒
類
に
つ
い
て
は
、
酒
税
の
保

全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
酒
類
業
組
合
法
」
と
い
う
。）第
八
十
六
条
の
五
の
規
定

に
よ
っ
て
行
う
べ
き
表
示
は
、
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

旧
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
他
の
醸
造
酒
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
リ
キ
ュ
ー
ル
又
は
雑
酒
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
う

ち
、
新
酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
発
泡
酒
と
し
て
分
類
さ
れ
る
酒
類
に
つ
い
て
は
、
酒
類
業
組
合
法
第
八
十
六
条
の
五

の
規
定
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
表
示
は
、
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
控
除
対
象
配
偶
者
」
を
「
同
一
生
計
配
偶
者
」
に
改
め
る
。

一

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
十
六
条
の
四
第
一

項
二

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
二
条
第
一
項

三

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
六
条
及
び
第
九
条

第
一
項

四

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項

五

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
附
則
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号

六

特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
九

条
及
び
第
十
条
第
一
項

七

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
二
号
）
第
十
五
条
第
一
項

八

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号

（
国
民
年
金
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
百
二
十
三
条

前
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
第
三
十
六
条
の
三
第

一
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
八
月
以
後
の
月
分
の
国
民
年
金
法
第
三
十
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金

の
支
給
停
止
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
七
月
以
前
の
月
分
の
当
該
障
害
基
礎
年
金
の
支
給
停
止
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
条
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法
第
九
条
第
一
項
、
前
条
（
第

三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
六
条
及
び

前
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
定
障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給

に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
十
一
年
八
月
以
後
の
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
よ

る
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
定

障
害
者
に
対
す
る
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
特
別
障
害
給
付
金
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
児
童
扶
養
手
当
等
」
と
い
う
。）の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
七
月
以
前
の
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
等
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
条
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
手
当
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成

三
十
一
年
六
月
以
後
の
月
分
の
同
法
の
規
定
に
よ
る
児
童
手
当
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
五
月
以
前

の
月
分
の
当
該
児
童
手
当
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

前
条
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
十
九
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な

い
も
の
と
す
べ
き
月
が
平
成
三
十
一
年
に
お
け
る
同
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
月（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
基

準
月
」
と
い
う
。）の
翌
月
以
後
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
料
の
免
除
の
特
例
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
が
基
準
月
以
前
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
料
の
免
除
の

特
例
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

前
条
（
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め

の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
四
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
が
平
成
三
十
一
年
に
お
け
る
同
号
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
月
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
準
月
」
と
い
う
。）の
翌
月
以
後
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保

険
料
の
免
除
の
特
例
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
べ
き
月
が
基
準
月

以
前
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
保
険
料
の
免
除
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
四
条

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
四
号
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
「
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七

年
法
律
第
六
十
六
号
）」に
改
め
、「（
科
料
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る
通
告
処
分
を
除
く
。）」
を
削
る
。
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